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aに
，
《

b

出

3

4

・

実
乃
木
』
火
山台附他
方
£
伝
つ

1
以
・
は
な
し
以

(
m
r
向
)
か
コ
し

HHハ
匙
出
J

ま
つ
・』
(
叫
ザ
ザ
)
お
以

&

の

あ

.

‘

，

.. a
，
u' 

な
(
美
操
)
は
な
の
含
(
市
官
房
)
は
な
(
東
京
〉
こ
の

二
直
ん
レ
旭
川
『
ん
S

加
恥
昨
e

も
あ
ゐ
・
ぞ
ワ
だ
そ
し
て

r本
支
部
印
度

き

た

婦

、

a

a

し・

北
ア
メ
リ
カ
-L

A
1

布
さ
れ
て
切
る
も
の
十
二
種

釦

郁

主

綱

引

ν
ζ

・3
8
4

，

、

2
・

♀

々

の

a

仁
作
品
ぷ
之
、
一
気
香
菜
ミ
も
云
ふ
如
く
，
其
薫

を

n
ι
r
-τ
n
-
ν

は

ゆ

a

閥

均

但

ν

-

Y

3

a

T

，、

北
佐
す
品
質
は
支
部
に
時
制
さ
れ
、
大
苗
香
(
襲

'

A

.
‘d
d
g
つ-Y3-
ゼん
-旬、，

n
-

削
凧
〉
さ
な
・
0

・
或
は
抹
香
線
香
山
料
さ
な
る
・

E

こ
，
.

ぶつ
3
4

，、P
九
け
い
み

仰が

己
揮
で

・

伐
の
香
試
さ
備
校
の
臨
係
ロ
見
逃
す
事
，か
出
来

'
t

Z
M地

作
曲い
・
丸
『
あ
し
品
。
み
』
三
唱
ふ
ら
は

e

ジ
キ

ご

〈

を

ゆ

旦

A

し

よ

さ

く

官

-
E

ン・ユ

ヤハム
毒
素
が
あ
ゐ
所
以
枝
葉
i
q
陣

$

よ-2

・'a

はが

F

ょ
。ν

こ1n

・3

・F
施

主

i

誌
令
河
に
流
せ
ば
魚
類
な
殺
す
・
聞
く
所
心
依

き

S

U
し

に

u
s
-
;宅
3

mほ
か

&

め

F'

れ
ば
・
t
b
時
死
相
生
叫
葬
e
q
狼
吹
き
が
荒
す

レ
-R

‘

ua

そ
の
協
ラ
山
V
〈
aRuvaaA

の
で
、
構
h
I

た
工
、
泣
き
し
に
共
布
挙
成
分
の

a
-
eurz'

ヒ
S

AM

u

-
ヲ
ゅ
は

d
uA

々
総

釘
め
、
d

州
制
d

・
か
蛇
れ
て
討
に
.
爾
来
墓
前
に
供

s・3
ご
〈

at--
，

ふ
る
や
コ
じ
な
つ
に

z
.
'
Z
H猛
毒
を
ま
誼
q
v

』

5
く

e'

一、s
s
、h
M
9
q

，
aa

‘

な
'
り
ヲ
比
の
誕
タ
れ
ず
乙
事
も
亦
怖
敬
三
一闘

し
aq

'
伽
ん

η
v

p

白
い
隠
係
が
あ
ら
の
で
h

る句

能
く
一
目
れ
ば
資
る
程
淋
し
切
樟
武
玉
川

a
L
S
ら
，
‘
s

b
さ
E

h

g

H

V

よ仁川凶らし・
0

・

か
口

mm
'・
柑

d
-い
元
手
位
。
に
仔
合
、
吉
原
三
橋
・

園
、
三
令
'
A

ぜん
h
之、，，

U

R
V
3
・3

ぁ

‘

@

妥
じ
無
限
の
川
柳
咋
三
時
代
相
か
現
は
れ

τ属

ゐ
。

ハ
純
俸
の
中
日
に
)

五
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柳

界
の
事
ど
も

川

柳

家

主
b
b

ぜ
ん
り
き
V

4

g

2

ヲ

S

よ
く
私
等
か
い
つ
も
『
川
柳
ぷ
』

・こ

い
ふ
言
綻
ケ
使
り
ま
す
。
が
あ
れ

ぜ
ん
り
・
3

し
ゅ

。

‘

ぜ

ん

り

さ

さ
ぐ
，
、

ぜ

-
h
り

，

ョ

、

・3

は
川
柳
に
種
味
。
タ
持
つ

τ川
柳

ω作
句
れ
ぜ
ん
た
り
‘
川
柳
の
批
評
な
し
に

ぜ
ん
り
23

F

っ
し

U
士
、.3

む
き
点
、

さ

い

二

-a

句
川
柳

ω
雑
誌
を
錨
刊
行
し
た
り
す
る
人
々
を
指
し
て
ま
っ
て
ゐ
る
言
葉
な

ehU
9

ωE・
3
・E
つ

h

s

b

包

の
で
あ
幻
ま
す
。
例
へ
て
ロ
ヘ
ば
諮

ua
-三
か
小
説
家
-こ
し
い
ふ
の
さ
恥
じ
事

せ
ん
り
・
2
2

L
、
わ
9

・
モ
ヨ
ぜ

A

J

B

R

で
あ
り
ま
す

o
U
れ
ヲ
も
川
柳
家
は
，
議
家
や
・
小
説
家
の
や
・
3
に
が
情
報

τ・
む

き

』

、

B

MEん
り
23

・
e・
、

り

ヲ

包

，

的
の
人
々
は
ま
だ
縫
い
の
で
あ
り
ま
し
て
川
柳
家
さ
は
川
酬
L
勤
し
む
μ八

』

1
3
1
1

ベ
ん
智

e
・3
t
h
v
a電
「

k

々
を
指
し
て
の
便
宜
上
の
名
稽
で
あ
E
Z
r
ふ
こ
さ
令
知
っ
て
お
い
て
貰

か

を

ん

Y
3
h
v

へ
ば
よ
ろ
し
い
の
で
あ
り
ま
す
〈
円
以
下
川
柳
志
さ
い
ふ
文
字
や
用
ふ
る
の

υ
-
s
A、
，

、

の

ん

"-A
よ

内陸，

は噂

川
柳
鮭
と
椙
梅
慨
閥
難
箇

uz
んり川、，

v

w

ゅ，

.
5
b

め
つ

吃

九

に

い

う

《

川
柳
訟
の
中
に
は
有
志
が
集
ま
っ
て

一
つ
の
置
臨
令
作
つ

τゐ
る
の
が

§

ぜ

ん

り

2
3
お
E
r、，、島町
A
n
S
E
J、
し

ゃ

・

ド

あ
り
ま
す
‘
そ
し

τそ
れ
等
は
み
な
、
川
柳
何
h
q

曾
・
何
々
一枇
さ
い
ふ
釘

一占ハ

川
柳
家
.
川
柳
枇
・
こ
機
関
雑
誌
、
川
柳
作
句
曾

川
柳
の
悦
値
、
作
伺
曾
に
蹴
て

塚

崎

松

夏B

d
E
a
，

s・3
じ

A

，

〈

レ

そ

れ

A
、
し
・
2

習

し凶
'
E
-
3

・・

e・
o

・
;
，
，

掃
の
も
さ
に
凋
人
の
各
白
が
‘
夫
々
主
義
主
張
令
持
っ
て
或
は
船
田
開
削
紙
令

符

U
A
司
、，
a
わ凶
ド
会
い
・
3
HV

ぜ
ん
り・
3

Z

3

L

Z

出
し
に
り
、
研
究
何回
砂
開
催
し
仁
は
川
柳

ω向
ど
に
つ
こ
め
て
官
り
志
す

@

曲

志

向
り
-
3
V
L
U
A
し
お
ぐ
っ

0

・

3
v

・

'
u
h
'
'
E
'
E

成
が
川
柳
雑
誌
も
本
誌
奥
付
に
記
載
し
て
あ
る
日
同
十
ん
に
よ
っ
て
綜
合
が
町

h
v
M
按
分
配
慌
し
℃
ゐ
切り
や
う
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
恥
附
対
船
に
は
.

a
A
UF-ee'代
り
号
、

a
v
a
AH
S

に
uraM信
号
か
ぜ
ん
“7
4'

し
av

ピ
hV
a
u
d町.
，

令

‘
.

番
傘
川
柳
駐
は
番
欲
ι宮
中人
十
八
阪
川
柳
耽
は
大
大
飯
ミ
夫
れ
ん
、
機
仙
紙
州
H

-ru之
ヲ
U
a
B
V、
n
、a

B
〈
b

s
・3

二
、
ー‘，

ri--
ー

:

!

;

、

出
て
お
り
ま
す

ν

向
東
ぶ
w
A
凶
各
地
グ
に
も
・
AL
智
の
川
緋
嵐
官
や
・
川
州

号、，
，

た

〈
g
a
A

S

示
A
S
勺
む

宅

a
f官
、

c

柳
家
が
海
山
あ
っ
て
・
機
閥
雑
誌
も
柑
留
に
出
て
お
り
ま
す
。

川
柳
作
旬
曾

』ん
の
，

r

s

u
砂

勺

や

ヨ

せ
ん
り
，

発
〈
r
、

〈
亡

に
'A

ぜ
へ

n
a
t
〓

S

川
柳
家
は
旬
月
の
様
i
h

川
柳
の
作
句
曾
(
箪
-L
川
柳
島
さ
も
宙
開
し
1
ゐ

'
V
3
ν
v
t

曹
《
，
、

〈
怠
い
ド
‘
，
，、

n
a。£
ur

、

.. 

，
.
 

去
す
)

e

q

捌
催
致
し
&
す
。
作
句
曾
は
各
国
臣

ω曾
又
は
一祉
の
も
低
で
-

m
h
Z通

't・3uv

れ
V
，、おい

・
他
。
，
ぎ
っ
し

t
&

v

s
t

;

R

・
E
・

2
1

般
的
日
消
催
け
い
O

の
弘
、
例
曾
ちの
山川柳
雑
誌
一批
岡
山
例
官
の

W
H
Y
ば
慨

し
十
般
人
の
有
志
か
集
ま
つ

t
作
句
令
す
る
の
令
市
集
釦
(
庇
町
佐
小
集

ぜ
ん
リ

3

1

R

の
如
〈
〉
ミ
ゆ

ιて
お
り
ま
す

d

ま
大
川
柳

-Laτ
の
種
々
な
研
究
釦
や



U
-
h
Lヲ
こ

ろ

h
S

也

u
a
n
t
，

£

ぃ

，

、れん凶
W
4
1
4
4伽
urさ
-

3

s

s

u

v

芝
、
し

春
秋
の
頃
等
ぶ
は
、
サ
化
日π
句
命
日
や
、
観
月
句
曾
等
の
名
に
於
て
特
種
な
催

ぎ

A
、
aa

之

官

庁地
a
u
--ぜ
A
q
ヲ
に
星
m

s

a
，

し

ん
u，
A

し
ゃ
、
吟
行
令
や
る
事
も
あ
h

り
ま
す
3

倫
父
川
柳
壇
な
絞
り
て
ゐ
る
新
聞

L
-
v
L岨聞き
HV

亀

ζ
J
、
し
ん
ぶ
ん
む
や
ぜ
ん
り
言
に
M
1
4
R
S
丈

憎

ん
。
，
eで
-3
白
ん
、R

さ
-
-
A
I

肘
の
主
催
で
何
々
新
聞
枇
川
柳
十
人
曾
久
は
川
柳
議
演
管
さ
い
ふ

ω
も
時
々

8
・

m，

‘
mhドゐ
A
し

，

、

し

さ

-

v

'

a

'

'ban

催
さ
れ
ま
す
o

こ
の
件
『
回
官
誌
で
、
ふ
ぺ
五
句
集
三
一
玄
っ
て
、
歓
l
A
が

，
〈
じ

4

4

しゅ
a14

ひ

で

3

S

・、aい
S
A

各
自
三
何
な
り
五
句
な
り
を
山
伺
し
た
も
の
令
.
批
評
し
合
つ
T
M
賢
す

n
h
司
3
8
4
阪
音
色
，

る
さ
い
ふ
研
究
万
世
ち
侃
は
れ
1
ゐ
ま
す
c
町
ヲ
し
て
郡
山
肌
駅
ぽ
は
一位
一々

a
s

ニ
れ
L

，

ミ

官

、

‘

L
W
A
p
b
U

こ.，
a
E
M
υ
つ
ぜ
ヲ

つ
d

の
外
に
之
等

ω曾
-L
寄
っ
て
は
滋
味
令
・
味
は
ひ
.
交
謡
の
結
晶
L
T
続
U
ゐ

司
智
岨
竃
‘
，
ぜ
.，

z
u
L
ぜ・
3

セ

ん

、

芝

、

E

溺

の
で
あ
句
ま
す
。
次
じ
席
上
及
誌
上
の
・
選
・
-
こ
い

FJ
6
に
闘
し
一工
は
山
本

し
e
b
-
vん
‘
申
書
，
古
ろ
き

ι

'・
'
b

k
ν

，、ム
USAr
u
v
g
ぅ

az
A
m
a

せ
ん

し
-v

枇
主
幹
廠
生
路
郎
氏
いか
本
誌
第
一
治
第
八
践
に
『
選
及
び
選
者
』
さ
い
ふ

把

い

〈

障

の

つ
U

2

S

虚偽
先日に

庖
刊
誌
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
就
T
御
菅
下
さ
い
。

川
柳
の
慣
値
と
講
者
の
諸
氏
へ

ぜ
ん
ゆ
い
}

-
w
s

ζ
曹

-e《
し
ゃ

z
m
g

に

ま

〈

川
酬
の
刷
出
値
.
さ
い
ふ
事
に
つ
い
て
は
説
者
の
諸
さ
ん
は
・
例
へ
伺
eq

ay，
、

を

V
丈

叫

ん

し

4
の
eh

ι
d
zヲ
ζ
ヲ

じ

ゅ

a

A

a

さ
〈

作
っ
て
居
ら
れ
な
い
方
す
も
‘
本
誌
や
其
他

ω誌
よ
等
に
て
充
分
お
曾
得

-

&

マ

ニ

き

お

色

E

L

h

a
e
担
a
B
S
-3

が
行
か
れ
L
居
る
事
三
思
M
M

れ
ふ
す
か
ら
、
引
払
州U
事
粉
し
く
由
申
す
ま
で
も

は

こ
-

-

a

A

L

L

-

v

A

r，
ろ

，

、

ほ

ん

し

そ
5
V
ん

と

奇

釘

v

m

憎し

ω
・

無
い
事
で
宮
が
.
本
誌

ωあ
幹
路
郎
氏
俗
本
誌
創
刊
蹴
仏
於

τ『
私
に
言

ぜ
A
旬、，

u
e
e
U
Zり
じ

ん

2
f

迅
勺
る

υ
曹

υ
ま
り

は
せ
れ
ば
.
川
柳
以
そ
の
人
一
人
の
人
格

ω殺
蕗
℃
あ
り
モ
の
人
一
人
の

n

a

b

U

L

e

dR

-

e

づ

・

-

Z

0

3

g

ζ

じ
A

歴
史
C
あ
b
s

延
い
て
は
一舵
曾
の
縮
刷
さ
も
五

へ
ゐ
ο

川
柳
一
句
は
個
人

き

《

去

、

A

さ
c
-Uん

2
も

L
a守
、
ι

M

a

e
-
-

の
作
で
あ
っ
て
も
.
そ
の
個
人
の
作
品
の
中

ι枇
g
h1党
ゐ
ニ
-
こ
が
出
来

の

8
・
・
ゅ
，
A
に
M守
レ
'm

EU
そ
音

色'

る
か
ら
で
あ
る
』
さ
述
べ
、
叉
『
現
代
人
mw
思
想
-L
ぴ
っ
た
り
さ
闘
れ
た

し

V

M

V

ん
hv
a，

a
s

ヲ
ん

，、

，

，

.

わ

れ

b

詩
情、』
一玄
へ
ば
川
柳
の
外
h
L
は
な
い
』
ミ
急
で
云
々
さ
れ
‘
夏日
L

『
我
等
は

こ

ぜ

'旬
、，

，

じ

ん

電

u
v
τ
調

V
4
U
A
1
5

・

L
@
I
5

此
の
川
柳
」
よ
っ
て
人
生
金
的
確
仁
批
評
し
て
行
書
が
た
い
』
ミ
あ
接
さ
れ

じ
ウ

s
uv
p畠

n
f
、
ぜ
ん
ら
ー
，
か

ち

ろ

'
L

‘

と

さ

L
P
e

L
・

て
ゐ
ま
す
。
賓
際
我
々
川
柳
家
は
み
な
.
路
郎
氏
の
云
ふ
如
品
0
.

名
義
£

t
・3

・
eB

ぜ
ん
の
'

a

m

V

2

ぜ
ん
り
一一、

u，
A
rて

ζ
23
・
‘
リ
守
山

ζ

4

g

t

援
の
基
じ
川
柳
L

ぜ
愛
し
.
且
つ
川
柳
女
副
?
こ
し
て
後
世
に
捜
す
べ
〈
句
作

e

-

t

a

a

A

b

a

e

H

V

S

4

t

・8

a

n

u

v

b

A

に
努
力
し

τ居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
で
本
誌

ω
愛
読
者
の
諸
さ
ん
も
永
遠

旬

っ

き

二

g

a

T

'

e

《り

A'
あ

UV

鬼
偉
い
念
事
，
、，、

に
紬
閣
の
冷
め
ら
れ
る
市
中
い
な
い
様
L
川
柳
を
愛
し
、
出
削
未
だ
作
何
々
し
に

ー

か
た
じ
ん
噌
V
綱
引
・

ι

曾
ん
o

'

a

s

・

事
の
な
い
方
は
き
う
か
、
あ
な
た
方
人
生
の
隆
史
ぞ
川
柳
じ
詠
ま
れ
・
共

-e・
・

e
v
《

ニ
号

-EV

ω
二

氏

Y
-
E
f
e
《
。
，

L

』
'
怠

u
v
a
τ

に
，
t
1
多
く
の
名
句
t
q
後
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史
己
光
彩
や
誠
へ
ら
れ
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し

に

MV

ん
事
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あ
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ま
す
。
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.
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句
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、
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向
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あ
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ま
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し
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句
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れ
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句
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U
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食
uvt
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ゐ
劃
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ま
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従
っ
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笑
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・
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刻
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迫
る

S

た

V

C

A

包
レ

、t

-7

t

t

t

a

唱

つ
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簸
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乍
ら
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い
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大
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目
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意
義
有
る
時
聞
を
池
ご
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の
で
あ
り
志
す
。
句
命
H

は
初
心
者
や
初
め

τ

の
新
郎
都
は
討
も
船
郷
町
抗
し
て
お
り
ま
す
儲
符
猷
艇
な
く
お
ザ
般
の
あ
る

附
り
邸
ん
仁
符
鋲
船
引
が
脇
ひ
に
い
の
で
あ
り
ま
す
。
餓
劃
釦
即
さ
れ
た
か
ら

E

E

3
，、
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三
い
つ

τ必
守
作
何
せ
ね
ば
広
ら
ぬ
事
は
あ
り
ま
せ
ん・

一
何
で
も
こ
伺
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，

u
・

勺

〈

鼠

ヲ

で
も
出
来
れ
ば
出
何
せ
ば
よ
い
の
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あ
り
ま
す
。
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な
っ
た
の

想
〈
ι
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率
つ

?

'

・

ヲ

‘
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-
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，
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し
。
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作
者
全
世
表
し
ま
ぜ
ん
か
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恥
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い
さ
い
ふ
事
も
あ
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ま
せ
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し
作
者
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入

の
れ
旬
は
山
川
町
脱
し
た
山
町
に
鵬
っ
て
舵
訴
す
る
の
で
す
が
ら
‘
モ
ソ
ー
ド
ヘ
場
討

に
は
駅
t
り
山
町
京
蹴
nr
・お
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
側
め
て
の
が
じ
し
て
-

V
二
一
昨
三
日
川
蹴
し
に
慌
の
駅
じ
は
ぜ
ひ
却
す
転
の
町
貯
ぬ
側
W
jL印
加
す
る

-一
a

，z内

U

・・'
a

u

ひ
き
。
.

め
で
あ
め
念
す
今
町
そ
ん
な
感
じ
は
無
用
で
す
が
も
し
初
の

f
一
人
行
リ
、

か
た

m
A
し

守

需

品

τ
3

明
昔

の
が
範
ま
h

り
悪
4
思
は
れ
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
・
本
枇
か
私
釦
桝
一
報

勝
へ
ば
お
m
m
b
τ
W却
し
ま
す
。
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ut
-
-

ぺ
う
こ
a

，a
・3
H
V
-
J
Z

料
船
m
山
併
は
駅
前
あ
h

り
去
す
が
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こ
の

rの
例
凸
酬
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別
項
記
載
の
如
〈

Z--

ひ
t
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--丈
宮

古

一』
9

4
F

，a宅
b
B

回
目
別
十
九
日
で
あ
れ
ま
す
か
ら
・
お
一
人
で
も
だ
は
同
好
和
お
誘
ひ
一
自
営

h

e

E
M
句
、

A
S

A

i

の
M
U
W駅
創
刊
さ
る
事
会
望
み
ま
守
。
英
た
散
慢
は
一黙の
み
申
上
け
ま
し

ゆ
ω
、，

h
B

、.
2
ん
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』
Y

，

憩い
a

h

に
が
一
作
な
り
さ
謝
さ
ん
の
御
参
考
に
な
れ
ば
ネ
ひ
.、，
存
じ
念
す
の

消

息

ハ

一

〉

企
金
制
押
の
左
記
川
柳
』
み
諸
氏
が
山
陰
山
陽
を

経
て
九
州
四
凶
方
面
へ
版
行
さ
れ
ま
し
に
。

そ
し
て
左

ωお
便
り
を
.民
だ
き
ま
し
た
。

出
雲
大
一
耽
一
ノ
鳥
居
め
給
薬
害
に
て

大
枇
詣
り
の
防
途
自
動
車
中
一
美
人
さ
伺

寧
し
・
い
や
ち
こ
な
ゐ
御
利
益
に
篤
き
申
候

ハ
銀
波
刷出
)

今
大
枇
か
ら
腕
り
ま
す
。
二
十
七
日
午
前

八
時
傘
(
兎
締
子
)

出
雲
大
枇
印
糟
葉
警
に
て

こ
の
一
行
に
光
林
坊
も
加
は
っ
て
ゐ
る
事

を
御
記
憶
や
乞
ふ
(
光
綜
坊
)

建
へ
ぬ
の
三
味
噌
汁
の
吸
へ
ぬ
の
か
つ
ま

ら
な
い
・
大
阪
へ
は
姐
ら
ぬ
さ
・フ
だ
か
ら
伺

機
嫌
ょ
う
(
紋
二
郎
)

大
尉
ゑ
で
は
悔
に
沿
ふ
て
ゐ

τよ
か
っ
た

が
小
郡
迄
は
山
ば
か
り
で
・
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・
・
・
・
(
紹
月
坊
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よ
ぜ
書
ぎ
に

τ

初
め
て
九
州
へ
洋
行
し
て
下
ノ
闘
.
か
ら
門

司
へ
慌
船
-L
乗
り
ま
し
仁
〈
紋
二
郎
)
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晩
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二
十
七
日
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九
州
へ
上
り
小
倉
に

泊
り
ま
し
に
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(
兎
紳
子
)
(
銀
波
償
)

世
八
時
間
の
汽
取
の
苦
を
小
倉
で
祇
ふ

(
紹
月
坊
)

守内
融
同
大
社
宇
佐
棉
判
官
の
槍
薬
蓄
に
て

今
朝
別
一川
を
立
ち
ま
し
た
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A
ー
か
ら
宮
島

へ
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っ
て
明
日
あ
た
り
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国
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多
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ま
す
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胞
団
川
丸
に
て
(
兎
静
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坦
廷
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慢
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見
て
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、
慢
は
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昌
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な
な

7
・こ
思
ふ
慢
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っ
て
去
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て
も
い
ま
記

に
お
寒
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御
座
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す
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も
お
障
り

は
御
座
い
ま
ぜ
ん
か
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私
事
お
蔭
様
で
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も

品
川
婚
の
甘
い
気
分
に
浸
つ

τは
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り
ま
す
り

れ
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:
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花
彫
の
肺
摘
が
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も
出
る
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に
は
さ
う
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臼
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も
な
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明
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こ
云
ふ
お

芝
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円高
て
・り
れ
よ
し
た
の
か
、
此
.
=
=
日

何
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犯
か
悶
執
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テ
し
か
た
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有
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ま

せ
ん
放
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梢
荷
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吟
行
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刈
か
-
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3
わ
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ツ
三
云
ふ
の
を
は
非
お
催
し
F
さ
い
ま
し
先

は
お
伺
ひ
ま
で
(か
は
る
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企
郊
外
の
大
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向
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で
吠
へ
に
吠
へ
、
紋
太

お
排
宮
無
離
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締
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組
母
案
じ
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濁
水
。
外

.
の
寄
せ
魯
ぎ
を
頂
だ
き

ゑ
し
た
。

(
以
「
二
六
頁
へ
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憂
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ひ
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椋
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枝
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仁
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叱
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り
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に
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枝
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/
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会
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長
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父
兄

校
長
へ
恭
し
く
も
猪
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か
行
き

校
長
か
見
へ
て
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出
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郎

し
け
る

愚駒木

屑 帖

寸
見
嘗
ら
ぬ
こ

O
)何
に
で
も
趣
味
令
持
つ
事

川
柳
家
の
戸
籍
嗣
ベ

~ 

月

係

ハ
-
〉
姓
名
ハ
ニ

u
m
m
g一v
別
措
踊
円
四
V

現
住
所
円
五

ぜ
生
年
月
日
ハ
ム
ハ
職
稔
ハ
七
〉好
き
な
匂
ハ
八
〉
好

き
な
タ
イ
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句
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一

O
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-
u
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温
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ハ
一
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)
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一
三
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川
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染
め
仁
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冗
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椙
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文
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(
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絞
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ま
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た
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行

生
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八
争
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ふ
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紳

戸
市
花
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町
川
じ
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(
五
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明
治
ご
十
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二
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六
白
生
(六
)菓
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商
(
七
)
だ
ん
/
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訟
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っ
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一
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感
ぐ
る
能
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あ
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、
か
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持
の
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明
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句
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な
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ハ
ハ
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?
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d
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り
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痩
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陪
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齢
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さ

う
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な
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女
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多
い
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丸
)
今

一
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九



校
長
が
正
座
で
村
の
割
烹
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究
兄
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開
放
長
に
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ふ
ニ
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に
な
り

ハ
佳
)
校
長

ω友
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こ
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武
百
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佳
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長
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向
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古
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動
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校
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(
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校
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れ
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(
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)
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襟
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て
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限
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の
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弾
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夜
慢
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夜

慢
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笥
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混
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返
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夜
樫
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夜
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夜
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佳
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夜
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れ
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下
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夜
捜
へ
今
夜
の
月
の
す
ね
た
ゃ
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夜
慢
へ
女
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だ
け
の
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味

篭
車
賀
丈
け
で
夜
慢
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ひ
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せ
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標
ヘ
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古
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標
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(
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夜
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屑
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捜
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夜
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佐
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思
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ふ
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